
 

 

 

 

〒515-0084 

三重県松阪市日野町 788 カリヨンプラザ 1 階 

0598-20-8344 

 0598-20-8345 

info@mknpo.jp 

http://www.mknpo.jp/ 

開所日/時間 平日 10：00～17：00 

松阪駅前郵便局 

第一小学校 松阪市役所 

 

松阪駅 

日野町 愛宕町西 本町 

0598-20-8246 

0598-20-1950 

この法人は、子どもの権利条約の理念のもと、 

行政、企業、NPO 等様々な団体の連携・協働で、 

すべての子どもたちが、自分は自分でいいと思え、 

自信を持って自分の人生を切り拓いていけるよう、 

子どもの権利が尊重され、子どもの最善の利益が 

保障される地域社会を実現します。 

 

1974 年、松阪子ども劇場として活動を始め、 

親子で生の舞台を観たり、小学校高学年から高校

生までが参加するキャンプをしたりして、子ども

たちが五感に触れる体験をすることで、自分の気

持ちに気付き、他人の気持ちがわかる子どもに育

ってほしいと会員向けに活動をしてきました。 
 
2000 年、それまでの会員向けの活動からすべ

ての子どもを視野に入れた活動をすることに方向

転換し、特定非営利活動法人松阪子ども NPO セ

ンターとしてスタートし、23 年目になります。 
 

活動をとおして、子どもたちの自己肯定感の低

さを感じます。子どもたちは「好きな自分」も

「嫌いな自分」も「自信がある自分」も「自信が

ない自分」もすべてひっくるめて、今あるがまま

の自分を受け入れることができないでいます。何

かができてもできなくても「ありのままのあなた

でいいんだよ」と、受けとめられていない現状が

あるからです。子どもにはチカラがあります。そ

のチカラを十分発揮するには、周りの大人が子ど

もを受けとめ、子どものチカラを信じることが必

要です。私たちは、子どもと大人が共に学び合

い、誰にもやさしい地域社会づくりをめざしてい

ます。一緒に活動しませんか。 
理事長 塩谷 明美 

 

（特）松阪子ども NPO センターの趣旨に賛同し、子ども

支援・子育て支援活動を支えてください 

※入会金 300 円が別途必要です 

mailto:mfsc@mknpo.jp
http://www.mknpo.jp/


児童養護施設に入所している小学生を対象

に、同じ曜日の同じ時間に週１時間、宿題を

基本に支援を行っています。マンツーマンで

子どもに寄り添うことで、信頼関係が築かれ、

子どもが自らの力で学習し、新たなことに取

り組む意欲や力が持てるようになります。 

 

三重県内7ヵ所の拠点の1つ松阪地域実施組織

として、チャイルドライン、子どもほっとダイヤ

ル、オンラインチャットの実施運営をしています。 

子どもの声を聴き、子どものありのままを受け

とめます。また、子どもの声を社会発信します。 

 

 

リスクを抱える支援の必要な家庭に 2 人 1

組で訪問し、育児及び家事支援を行い、子ども

と養育者の自立支援を目指していく事業です。

訪問員は、養育者に寄り添い、気持ちを聴き、

継続して訪問することで信頼関係を築いて養育

者と共に子どもの成長を見守ります。 

 

 

 

子ども連れでは参加できない講

演会や総会、研修会などの主催者か

らの依頼により、会場に出向き子ど

もを預かる託児事業です。子育て中

の方が、色々な場に参加して視野を

広めたり、スキルアップを図った

り、リフレッシュしたりするために

活用していただいています。 

 

 

 

出産予定日 1 ヶ月前から 1 才までの赤ちゃんのいる

家庭を対象とした訪問支援事業です。2021年度より大

台町でも始めました。子育てが少しでもスムーズにでき

るよう、家庭に出向き、1日 2～3時間程度、赤ちゃん

の世話や軽い家事のお手伝いをします。『一人で頑張ら

なくてもいいんだよ！』をキャッチフレーズに、気楽に

相談できる頼れるサポート事業です。 

 

 

子育てを助けてほしい人と、お手伝いがで

きる人を紹介し、子どもの預かりや送迎を行

う相互援助活動で、2003 年から松阪市の委

託を受けて実施しています。 

小学校卒業まで 7 年間、6 人の援助会員で

学校から学童保育への送迎を行った例では、

車の中で学校であったことを話したり、クイ

ズをしたり、楽しい日も落ち込んでいる日も

子どもに寄り添い、ファミサポの「援助さん」

として成長を見守りました。 

 

 

 
コロナ禍で、子どもたちは行事やイベン

トの中止や縮小など、たくさんの我慢を強

いられています。子どもが子ども時代を豊

かにのびやかに過ごすために、さまざまな

文化的活動が日常的に必要であると考え、

質の高い作品を提供します。 

 

2021 年度から始めたサポート事業の一つ

で、高齢者（65歳以上）の一人一人を尊重し、

地域の中で「ちょっと助けて！」の声に応じ

て、話し相手、片付け、付き添い等を行い、「お

たがいさま」の気持ちで自立支援をします。 

はっぴぃサポート事業は、支援を必要とする高校生ま

での子どもを対象とし、訪問、付添い、送迎などのサポ

ートをしています。子どもや親のニーズに少しでも応え

られるように地域の機関とも連携を図り、子どもを丸ご

とサポートすることができるよう努めています。 

子ども支援のネットワークを広げること

を目的として映画会や里親シンポジウムな

どにとりくんでいます。子どもたちの現状を

知り、地域の中で子どもにとって何が大切

か、学び考える場作りをしています。 

 

 

 

 

 

広報紙「kodomo21」は子どもの権利について共に

学んでいこうとシリーズで取り組んだり、「つながる」

コーナーで、松阪地域の子育てに関わる団体を紹介し

てきました。2022年度からは、紙媒体による広報を

年 1回とし、よりたくさんの方に届くようホームペー

ジや SNSを活用して情報提供しています。 

 

 

 

子ども一人ひとりが尊重され、 

「生まれてきてよかった！」と思えるような 

社会を目指して活動しています。 

 

 

 

 

 

 

 


